
市
原
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
熊
本
バ
ン
ド
の
一
人

で
、
後
年
朝
鮮
銀
行
総
裁
と
な
っ
九
。
。
明
治
十
二

(
一
八
七
九
)
年
六
月
同
志
社
英
学
校
余
科
卒
業
と

同
時
に
、
同
僚
か
ら
推
さ
れ
、
新
島
先
生
か
ら
選
ば

れ
て
同
志
社
幹
事
と
な
り
、
母
校
経
営
の
衝
に
当
っ

た
。
同
時
に
西
京
第
一
公
会
の
仮
牧
師
、
更
に
第
二

公
会
1
現
同
志
社
教
会
・
・
・
仮
牧
師
を
兼
ね
、
殊
に
明

略
歴

る
。
校
長
に
は
総
督
級
の
人
物
を
送
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

選
ば
れ
六
の
は
市
原
で
、
十
九
作
九
月
赴
任
し
た
。

こ
こ
で
の
市
原
の
活
動
を
知
り
得
る
史
料
が
欠
け

て
い
る
が
、
市
原
は
校
長
在
任
中
明
治
二
十
二
(
一

ハ
ハ
九
)
年
工
ー
ル
大
学
に
留
学
し
、
経
済
学
を
専

攻
し
、
在
学
中
新
島
先
生
の
死
に
遇
い
、
二
十
五
午

「
ず
.
ご
.
の
学
位
を
得
、
欧
洲
を
視
察
し
て
帰
国
し

た
。
留
学
中
東
華
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
た
の
で
同
志
社

大
学
の
前
身
政
法
学
校
に
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

吏
に
教
頭
小
野
英
二
郎
(
後
の
日
本
興
業
銀
行
総
越

に
代
っ
て
教
頭
と
な
っ
た
。
次
い
で
翌
二
十
六
(
一

八
九
三
)
作
に
は
、
新
島
先
牛
の
あ
と
を
嗣
い
で
同

志
社
々
長
の
任
に
在
っ
た
同
僚
小
崎
弘
道
が
外
遊
し

九
の
で
留
守
中
社
長
代
理
を
つ
と
め
た
。

し
か
し
市
原
は
留
学
前
、
東
華
学
校
在
職
中
、
己

が
使
命
は
教
育
界
に
無
く
、
む
し
ろ
突
業
界
に
在
る

と
考
え
、
こ
の
こ
と
を
当
時
磊
に
伝
道
中
の
友
人

綱
島
佳
吉
に
相
談
し
て
い
る
。
か
く
て
市
原
の
考
え

は
漸
次
熟
し
、
遂
に
明
治
二
十
八
(
一
八
九
五
)
郁

に
到
っ
て
、
当
時
の
日
本
銀
行
総
裁
川
田
小
一
郎
に

識
ら
れ
て
同
志
社
を
去
っ
九
。
こ
れ
も
四
年
後
の
三

十
二
年
三
月
に
は
時
の
総
裁
山
本
達
雄
と
合
わ
ず
辞

職
し
た
。

こ
の
頃
渋
沢
栄
一
に
識
ら
れ
て
い
た
の
で
、
三
力

治
十
七
(
一
八
八
四
)
年
の
新
島
先
生
外
遊
の
と
き

は
そ
の
留
守
を
預
る
等
、
新
島
先
生
の
片
腕
ど
こ
ろ

か
両
脚
で
あ
っ
九
。

明
治
十
九
年
は
、
外
遊
か
ら
煽
学
の
新
島
先
生
を

迎
え
て
同
志
社
が
よ
う
や
く
活
動
期
に
入
ら
ん
と
す

る
と
き
で
、
煉
瓦
建
の
礼
拝
堂
や
図
書
館
・
・
・
現
有
終

館
・
・
・
が
献
堂
せ
ら
れ
、
外
に
向
か
っ
て
は
仙
台
に
同

志
社
の
分
校
と
も
い
う
べ
き
東
華
学
校
が
で
き
た
。

東
華
学
校
は
、
新
島
先
生
の
東
北
伝
道
の
基
地
で
あ

田

市原盛宏

社人物誌(16)

中良
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月
後
の
同
年
六
月
第
一
銀
行
に
入
り
累
進
し
て
繊
浜

支
店
長
と
な
り
、
渋
沢
と
共
に
欧
米
を
廻
っ
て
帰
国

し
九
。
外
遊
中
横
浜
市
長
が
空
位
と
な
り
、
渋
沢
の

了
解
も
あ
っ
六
の
で
乞
わ
れ
て
三
十
六
年
市
長
と
な

り
、
貿
易
振
興
の
た
め
港
湾
改
修
響
手
し
、
市
営
事

業
の
収
益
増
進
に
よ
る
市
債
償
還
計
画
の
確
立
等
、

稍
極
策
を
実
施
し
、
三
十
九
年
五
月
に
到
っ
た
。

市
長
在
任
中
、
第
一
銀
行
で
は
韓
国
に
お
け
る
業

務
拡
張
の
た
め
、
人
物
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
渋

沢
は
再
び
市
原
を
招
き
入
れ
、
第
一
銀
行
取
締
役
兼

韓
国
総
支
店
斎
人
と
し
、
第
一
銀
行
に
課
せ
ら
れ

轟
国
の
通
貨
整
理
と
幣
制
改
革
の
重
責
を
市
原
に

担
当
さ
せ
た
。
こ
の
整
理
一
段
落
と
共
に
明
治
四
十

二
(
一
九
0
九
)
年
韓
国
銀
行
が
設
立
さ
れ
、
従
来

第
一
銀
行
の
持
っ
て
い
六
中
央
銀
行
と
し
て
の
権
限

一
切
が
そ
れ
に
譲
ら
れ
、
市
原
は
総
裁
と
な
り
、
次

い
で
四
十
三
年
、
朝
鮮
銀
行
設
立
と
共
に
総
裁
と
な

り
、
大
正
四
(
一
九
一
毛
年
病
を
押
し
て
東
奔
西

走
中
十
月
四
日
遂
に
永
眠
し
た
。
享
年
五
八
。
従
五

位
勲
三
等
に
叙
せ
ら
れ
、
東
轟
司
ケ
谷
墓
地
に
葬

、
わ
れ
九
。

夫
人
鐘
(
か
ね
)
は
、
安
中
藩
の
老
職
江
場
氏
の

女
。
昭
和
十
八
年
三
月
五
日
、
八
十
八
歳
で
永
眠
し

六
。
当
主
を
市
原
(
和
田
)
興
男
氏
と
い
い
同
志
社

校
友
で
、
夫
人
和
子
は
孫
女
で
あ
る
。

市
原
は
阿
蘇
大
宮
司
の
家
臣
村
上
直
七
と
妻
美
哉

の
長
男
と
し
て
安
政
五
(
一
八
五
八
)
年
四
月
五
日

阿
蘇
の
宮
地
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
午
彦
と
い
い
早

く
か
ら
同
地
の
市
原
喜
平
太
の
養
嗣
子
と
な
り
、
元

服
し
て
、
大
宮
司
阿
蘇
惟
治
か
ら
盛
宏
と
命
名
さ
れ

た
。
家
は
貧
し
か
っ
た
。
阿
蘇
家
の
家
臣
約
二
百
家

中
の
上
席
に
在
っ
た
が
禄
高
は
僅
か
に
数
石
と
伝
ら

え
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鯉
頭
屋
と
い
う
副
業
が
あ

つ
た
。
中
世
以
前
の
阿
蘇
家
は
阿
系
の
国
の
祭
政
の

統
領
と
し
て
中
部
九
州
一
円
を
領
し
九
が
、
近
世
に

は
四
囲
の
武
士
に
侵
略
せ
ら
れ
極
め
て
僅
か
の
神
領

を
維
持
す
る
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
家
臣
の
生
活

は
臥
薪
響
胆
に
似
て
阿
蘇
独
特
の
反
骨
精
神
が
育
っ

九
と
言
え
る
。
市
原
の
実
母
は
市
原
が
急
逝
の
と
き

八
十
を
越
え
て
健
在
し
た
が
、
徳
畜
綱
島
ら
の
伝

え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
信
仰
に
徹
し
た
女
丈
夫
で
あ

う
た
由
で
、
こ
の
母
の
貧
苦
の
う
ち
に
お
け
る
斯

が
市
原
を
ふ
る
い
起
突
せ
る
原
泉
の
一
つ
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
無
い
。

市
原
は
少
年
時
代
大
宮
司
家
の
漢
学
塾
に
入
り
、

陽
明
学
者
本
島
四
郎
や
大
宮
司
惟
治
の
感
化
を
受

出
自
・
教
・
才
幹

け
、
か
つ
大
宮
司
家
の
世
嗣
惟
敦
の
補
導
を
し
た
。

熊
本
洋
学
校
入
学
は
明
治
五
(
一
八
七
一
ご
年
で
ジ

エ
ー
ン
ズ
か
ら
大
い
僑
頼
さ
れ
九
。
最
近
発
見
の

ジ
ェ
ー
ン
ズ
手
稿
の
鼎
録
「
ズ
d
冨
ン
客
0
↓
0
」

を
見
る
と
、
山
崎
為
徳
と
市
原
の
両
人
が
大
き
く
浮

ぷ
。
ま
た
徳
富
猪
一
郎
は
回
顧
し
て
「
通
暢
の
英

語
能
達
の
雄
弁
、
斡
旋
の
材
能
」
轟
し
て
い
る

.
)
、
が
、
市
原
の
語
学
は
有
名
で
、
そ
の
故
に
渋
沢
を
始

め
中
央
政
財
界
の
名
士
に
存
在
を
識
ら
れ
た
と
い
っ

て
ょ
い
。
そ
の
英
語
の
基
礎
は
既
に
熊
本
洋
学
校
時

代
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
英
語
の
み
な
ら
ず
、
キ

リ
ス
ト
教
を
通
じ
 
0
近
代
0
を
も
既
に
身
に
つ
け
て

洋
学
校
で
は
一
般
教
養
科
目
を
修
め
て
い
る
か

ら
、
同
志
社
で
は
英
学
校
余
科
と
称
す
る
グ
ラ
ジ
ユ

エ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
の
神
学
校
に
入
り
、
新
島
先
生
は

無
論
、
デ
ヴ
ィ
ス
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
、
ゴ
ル
ド
ン
ら
の

指
導
を
受
け
た
。
卒
業
式
に
市
原
の
行
っ
九
記
念
演

説
は
「
真
正
の
教
育
」
と
題
し
、
一
国
の
盛
衰
を
泱

定
す
る
も
の
は
ま
ず
教
育
で
、
富
国
強
兵
文
明
開
化

は
枝
葉
で
あ
る
こ
と
を
強
詔
し
、
伺
が
真
正
の
教
育

で
あ
る
か
を
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
論
じ
た
も
の

で
、
明
治
十
年
代
の
日
木
に
対
し
て
は
警
醒
的
主
張

と
し
て
価
値
が
高
い
。
同
志
社
で
は
無
論
ラ
ー
ネ
ッ

し)

九
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ド
か
ら
柳
学
と
共
に
経
済
原
論
の
講
義
を
聴
い
た

ラ
ー
ネ
ツ
ド
の
母
校
工
ー
ル
大
学
で
研
究
し
た

が
、

経
済
学
は
後
年
金
融
経
済
界
に
雄
飛
す
る
下
地
と
な

ナ徳
富
は
ま
た
市
原
を
評
し
て
 
0
小
金
々
0
 
と
一
言

韓
国
在
住
日
本
財
界
人
は
 
0
も
っ
と
大
胆
に
や

)
、
しれ
ψ
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
務
家
銀
行
家

の
手
堅
さ
、
安
全
率
を
踏
み
責
任
を
重
ん
ず
る
態
度

を
誤
評
し
た
も
の
で
、
こ
の
手
堅
さ
が
渋
沢
の
信
用

を
博
し
、
伊
藤
統
監
、
寺
内
総
督
の
信
用
を
得
た
の

で
あ
る
。
市
原
に
同
志
社
政
法
学
校
教
頭
の
席
を
譲

つ
た
小
野
英
二
郎
は
 
0
豁
達
、
透
明
・
・
・
・
・
・
零
に
臨
ん

で
周
到
な
る
注
聖
な
し
、
之
を
実
行
す
る
や
剛
毅

な
る
胆
力
を
以
て
す
0
 
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
評

は
当
を
得
て
い
る
と
思
う
。

新
島
先
生
の
二
力
月
に
わ
た
る
中
国
四
国
伝
道
旅

行
中
、
同
志
社
で
は
数
名
づ
つ
の
小
ク
ラ
ス
ニ
組
を

合
併
し
九
と
こ
ろ
、
学
生
が
反
対
し
て
合
併
を
白
紙

に
か
え
せ
と
当
局
に
要
求
し
、
当
局
が
拒
否
し
た
の

で
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
り
、
帰
学
せ
ら
れ
九
新
島
先
生

は
両
者
の
間
に
立
ち
、
自
ら
掌
を
打
っ
て
雫
件
を
落

着
さ
せ
ら
れ
九
が
、
こ
の
と
き
学
生
の
要
求
を
頑
と

し
は
ね
つ
け
た
当
局
は
市
原
と
森
田
久
万
人
で
、
学

生
の
背
後
に
は
徳
富
が
い
九
。
 
0
小
心
翼
々
し
ど
こ

ろ
か
 
0
剛
毅
な
る
胆
力
ψ
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。

市
原
が
主
管
し
た
筈
の
明
治
十
二
年
以
後
は
無
論

同
志
社
創
立
当
初
か
ら
市
原
の
仙
台
赴
任
ま
で
の
同

志
社
事
務
所
の
文
書
製
は
今
日
失
わ
れ
て
見
当
ら

な
い
。
わ
ず
か
に
最
近
始
め
て
見
る
こ
と
を
得
た
新

島
先
生
手
許
の
自
筆
記
録
黒
社
眼
」
な
る
小

記
録
に
よ
る
以
外
史
料
は
無
い
こ
の
記
録
に
は
新

島
先
生
に
ょ
く
御
厄
介
を
か
け
た
よ
う
な
派
手
な
人

物
は
散
見
す
る
が
、
市
原
の
名
は
七
年
間
に
三
回
記

録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
し
か
も
そ
の
稀
な
ケ
ー
ス

は
重
要
事
件
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
島
先
生
が
平

素
市
原
の
行
為
に
つ
い
て
は
全
く
安
心
し
て
万
事
を

任
し
て
お
ら
れ
九
か
ら
と
解
し
て
ょ
い
。
新
島
先
生

は
よ
く
旅
行
せ
ら
れ
る
。
た
ま
に
は
山
野
を
践
渉
さ

れ
る
が
多
く
は
伝
道
と
募
金
旅
行
で
あ
る
。
市
原
在

任
の
七
年
間
、
概
算
三
ハ
三
日
の
う
ち
、
新
島
先

生
不
在
で
市
原
が
森
田
久
万
人
と
共
に
留
守
を
守
っ

九
日
数
は
二
七
四
日
に
及
ん
で
い
る
。
九
だ
し
こ

の
問
六
四
八
日
は
外
遊
で
あ
る
が
、
こ
の
数
字
を
見

て
も
市
原
の
隠
れ
た
努
力
が
同
志
社
の
橡
の
下
に
い

か
に
多
く
積
ま
れ
九
か
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

初
期
の
同
志
社
で
は
教
育
と
伝
道
は
一
つ
の
も
の

教
育
界

で
あ
っ
た
。
市
原
が
同
志
社
経
営
の
幹
事
で
あ
り
な

が
ら
、
教
会
の
仮
牧
師
を
兼
ね
九
こ
と
も
述
べ
た
。

し
か
し
こ
こ
に
一
つ
追
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

市
原
は
教
会
員
の
信
仰
維
持
に
も
経
営
者
的
頭
脳
を

は
九
ら
か
せ
九
す
な
わ
ち
教
会
員
を
小
人
数
づ
つ

分
っ
て
組
を
編
成
し
、
こ
の
組
内
で
お
亙
に
主
に
在

る
交
わ
り
を
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
た
。
そ
れ
が
明
治

十
六
年
で
、
同
志
社
教
会
で
は
こ
の
制
度
の
実
施
に

つ
き
反
対
も
あ
り
、
議
論
を
闘
わ
せ
・
九
が
結
局
こ
れ

を
実
行
す
る
こ
と
忙
な
っ
た
今
日
の
組
合
の
始
ま

り
で
あ
る
。

日
本
銀
行
歴
代
総
裁
中
、
最
も
傑
出
し
た
総
裁
は

第
三
代
の
川
田
小
一
郎
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
二
年
総
裁
に
な
っ
九
が
、
在
任
中
各
方
面

か
ら
人
物
を
集
め
た
。
外
務
省
、
民
間
、
大
学
卒
業

生
そ
し
て
同
志
社
か
ら
市
原
盛
宏
を
招
い
九
。
市
原

は
入
行
す
る
や
学
識
と
企
面
の
優
秀
さ
に
よ
っ
て
重

用
さ
れ
る
が
、
明
治
三
十
二
(
一
八
九
九
)
年
、
山

本
達
雄
総
裁
下
の
内
紅
の
際
、
理
事
四
人
の
う
ち
三

人
、
局
長
七
人
の
う
ち
汎
人
、
支
店
長
四
人
の
う
ち

三
人
ま
で
が
山
木
と
合
わ
ず
辞
表
を
提
出
し
九
。
-
J「

原
も
そ
の
一
人
で
あ
う
た
。

実
業
界
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日
銀
を
退
く
や
一
一
力
月
後
に
渋
沢
に
招
か
れ
第
一

銀
行
に
入
り
、
こ
こ
で
も
才
幹
を
あ
ら
わ
し
て
累
進

す
る
が
、
最
も
大
き
な
仕
嘔
は
'
四
の
衞
改
革

で
あ
っ
た
。
韓
国
が
通
袋
理
、
幣
制
改
革
に
乗
り

出
し
た
の
は
明
治
三
十
八
(
一
九
0
五
)
年
で
、
第

一
銀
行
が
こ
の
整
理
事
務
の
委
託
を
受
け
、
そ
の
こ

と
に
当
っ
九
の
が
市
原
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
な
が
ら
、
李
朝
の
末
期
に
は
鬢
造
紙
幣
の
濫

発
、
私
鋳
造
貨
幣
が
多
く
、
流
通
経
済
を
害
す
る

こ
と
が
お
び
た
だ
し
か
っ
た
。
こ
の
整
理
改
革
に
、

市
原
は
五
力
年
か
か
り
、
こ
れ
を
明
治
四
十
二
(
一

九
0
九
)
年
七
月
に
完
了
し
た
。
そ
こ
で
朝
雛
行

の
前
身
韓
国
銀
行
が
発
足
し
、
第
一
銀
行
は
中
央
銀

行
の
性
格
を
こ
れ
に
譲
っ
た
が
、
市
原
は
こ
の
と
き

を
期
し
勇
退
を
竪
し
た
。
と
こ
ろ
が
伊
藤
統
監
が

市
原
を
見
込
み
、
新
設
の
韓
国
銀
行
総
裁
に
就
任
を

需
し
た
の
で
そ
の
乞
い
を
容
れ
た
。
こ
の
と
き
市

原
は
第
一
銀
行
と
韓
国
銀
行
と
の
問
に
立
ち
、
業
務

の
受
授
を
し
た
が
問
題
が
色
々
と
あ
り
、
市
原
の
よ

う
な
清
廉
潔
白
の
士
で
な
い
と
こ
の
こ
と
は
無
事
進

行
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
明
治
四
十
四
年
日
韓
合
併
と
共

に
韓
国
銀
行
は
朝
鮮
銀
行
と
な
り
、
市
原
は
引
続
い

て
総
裁
に
就
任
し
、
朝
曾
璽
開
発
に
資
金
面
で

殖
極
策
を
実
施
し
た
。
当
岫
朝
鮮
と
内
地
と
の
貿
易

収
支
は
朝
鮮
側
の
輸
入
超
過
と
な
り
、
そ
の
た
め
金

利
を
引
上
げ
て
皆
<
力
を
押
え
よ
と
の
主
器
多
い

中
に
在
っ
て
市
原
は
自
信
満
々
低
金
利
策
を
押
し
進

め
て
産
業
開
発
を
捉
進
し
た
。
更
に
農
業
改
良
に
融

資
し
て
農
産
の
振
興
を
は
か
っ
た
。
こ
と
に
綿
絲
布

市
場
の
開
発
に
異
常
な
ま
で
の
関
心
を
示
し
た
。
朝

曾
綿
花
器
は
、
同
志
社
出
身
の
釜
山
府
尹
若
松

兎
一
.
郎
が
庄
司
乙
吉
(
後
の
東
洋
紡
社
長
)
の
恊
力

を
得
て
大
阪
府
河
内
の
綿
の
種
を
移
植
し
た
の
が
始

ま
り
で
朝
鮮
全
土
に
綿
が
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ

た
し
た
が
っ
て
右
の
若
松
と
同
志
社
の
関
係
を
通

じ
て
何
ら
か
の
関
連
が
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
得

が
介
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

朝
鮮
銀
行
は
発
足
と
同
時
に
五
力
年
は
政
府
の
補

助
を
受
け
う
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
市
原
の
積

極
策
が
功
を
奏
し
、
一
力
年
補
助
を
受
け
九
の
み
で

自
立
し
、
大
正
四
(
一
九
一
五
)
年
市
原
永
眠
の
と

き
は
多
額
の
内
部
稙
立
金
を
保
有
し
た
。
器
銀
行

史
の
示
す
数
字
は
、
大
正
三
年
下
半
期
末
に
は
法
定

準
備
金
を
別
と
し
て
損
失
補
坂
準
備
金
と
配
当
平
均

準
備
金
だ
け
で
も
合
計
三
十
万
三
千
五
百
円
の
内
部

粘
立
金
を
留
保
し
て
健
全
営
業
を
貫
い
て
い
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
市
原
の
人
と
な
り
は
、
阿
蕉
特
有

の
反
骨
精
神
が
賢
母
の
庭
訓
、
阿
蘇
を
支
配
し
た
陽

明
学
派
の
教
育
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
と
新
島
先
生
を
通
じ

て
得
た
清
教
徒
的
開
拓
精
神
と
信
仰
な
ど
に
よ
て

成
長
、
こ
れ
に
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
に
得

た
自
由
主
義
経
済
学
と
社
会
学
の
教
養
が
磨
か
れ
て

成
立
っ
た
も
の
と
思
え
る
。
し
か
も
社
会
へ
出
る

と
、
彼
を
よ
く
用
い
る
大
人
物
が
次
々
と
待
ち
構
え

て
い
た
。
 
M
銀
総
裁
川
田
、
第
一
銀
行
頭
取
渋
沢
、

柳
鮮
統
監
伊
藤
、
朝
鮮
総
督
寺
内
な
ど
何
れ
も
Π
本

の
近
代
史
上
第
一
流
の
火
物
で
あ
る
。
川
田
に
よ
っ

て
宏
く
眼
を
ひ
ら
い
た
市
原
は
渋
沢
の
バ
ッ
ク
に
よ

り
韓
国
の
幣
制
改
革
を
遂
行
し
、
き
わ
め
て
地
味
な

が
ら
偉
大
」
と
称
し
て
ょ
い
功
績
を
¥
島
民
の
た

め
に
残
し
た
。
市
原
は
何
れ
の
職
場
で
も
開
拓
者
的

存
在
で
あ
っ
九
。
ま
ず
基
本
を
培
っ
た
う
え
で
猛
然

と
積
極
策
に
出
て
い
る
。
同
志
社
卒
業
に
当
っ
て
「
真

止
の
教
育
」
を
論
じ
、
基
本
を
培
,
つ
こ
と
を
主
張
し

た
き
わ
め
て
純
度
の
高
い
郡
主
義
が
彼
の
経
済
政

策
に
具
体
化
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
よ

せ
ん
市
原
は
ジ
ェ
ー
ン
ス
の
門
弟
で
あ
り
新
島
先
生

の
門
人
で
あ
っ
六
。

(
社
史
々
料
編
集
所
嘱
託
)

む
す
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